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PRESS RELEASE    

                                令和2年（2020年）2月6日 

データサイエンス教育研究推進センターの活動について 
～分野横断・産学連携でデータサイエンス教育を加速～ 

【本件のポイント】  
● 分野横断の気軽な集まりデータサイエンスcaféが本日で29回目の開催 
● 産学連携のデータサイエンススタディセッションも3月より第3期の募
集を開始 

● 内閣府AI戦略実行会議の資料でも活動が取り上げられています。 
● データサイエンス多目的ホールのリニューアル整備 
 
 
 
 
 
 

 

【概要】 
今年度、文部科学省共通政策課題「数理・データサイエンス教育教科経費」に採択されたことにより、山形大学
データサイエンス教育研究推進センターが設置され、分野横断の気軽な集まりデータサイエンスcafé（本日第29
回を開催予定）や産学連携で学生と社会人が学び合うデータサイエンススタディセッションが行われてきまし
た。この活動は、内閣府AI戦略実行会議の資料に取り上げられています。また、3月には、第3期のデータサイ
エンススタディセッションの学生募集も開始します。 

【データサイエンスcafé】（毎月第１・第３木曜日の午後5時半～7時で開催） 
データサイエンスや人工知能に興味を持つ学生・教員・社会人が集まってそのときに興味に合わせたトピック型

の勉強会を行います。出入り自由で、飲み物持ち込み可、毎回のテーマに興味を持った方が集まって、新しい交流
がここから始まっています。 

【データサイエンススタディセッション】 
時間的な余裕は無いがスキルアップを目指したい社会人と、時間はあるが今後のスキルアップに向けた明確な方

向性を見いだせずにいる学生が、協働学習を行っています。参加希望社会人が目指すスキルアップの内容を共に学
ぶ学生を募集します。参加学生と社会人がプレゼンテーションや議論を通して、知識・技能への理解をより深めて
もらいます。 

【AI時代に求められる人材育成プログラム】 
内閣府・文部科学省・経済産業省の3府省により「AI時代に求められる人材育成プログラム～デジタル社会の基

礎知識『数理・DS・AI』教育 グッドプラクティス～」の募集があり、山形大学の応募内容が内閣府AI戦略実行会
議の資料3－1でAI等教育プログラムの主な事例として取り上げられました。 

(https://www.kantei.go.jp/jp/singi/ai_senryaku/suuri_datascience_ai/dai1/gijisidai.html) 
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